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【２０１６年１０月～１２月分】 

 

 当地に居住する在留邦人の皆様及び旅行や出張等で当地を訪れる短期滞在者の皆様 

が、当地で安全にお過ごしいただくため、ご注意頂きたい事件・事故情報などについて、

以下のとおり取りまとめましたので、皆様の安全対策の参考にしてください。 

 

  

 

山東省の治安は比較的良好と言われていますが、各種犯罪は日常的に発生しており、 

時には凶悪犯罪と呼ばれる類の事件も発生しています。また、飲酒や交通マナーに伴う 

揉め事が多発傾向にあり、些細なことからケンカとなり傷害事件に発展するケースも報

道されています。さらに、最近、電話や携帯メールなどを使用した電信詐欺が社会問題

化するなど、中国の詐欺は多様化しており、その手口も巧妙になっています。 

 

  

 

当地では過去に、邦人がスリ、置き引きの窃盗被害に遭う事案や、夜間盛り場などで 

トラブルに巻き込まれる事案が発生しています。このような状況の中、次のような点に 

ご注意し、犯罪に巻き込まれないようにしてください。 

（１）外出の際は、周囲の状況に注意し、異変を察知した場合はその場を立ち去る。 

（２）必要以上に目立つ華美な服装や行為、発言等は避ける。 

（３）深夜の外出や夜間薄暗く人通りの少ない場所での移動を避ける。 

（４）見知らぬ相手からの安易な誘い・要求には応じない。 

（５）不特定多数の人が集まる場所では、手荷物や貴重品の管理には細心の注意を払う。 

 

 

 

（１）人質立て籠もり（済南市） 

10月 21日午前 10時頃、刃物所持の暴徒が済南市歴城区の郭店中学に侵入し、2名 

を負傷させ 1名の学生を人質に立て籠もる事案が発生。警察は強行突入し人質を救出。 

被疑者は巨額の債務を抱えており、騒ぎを起こし社会の関心を集めるため事案を起こ 

した。 

（２）逮捕監禁（淄博市） 

 11月 6日、済青高速で外車と貨物車の交通事故が発生。外車運転手は新車を買っ 

て弁償するよう要求し、仲間数名と共に貨物車運転手を済南市、莱蕪市と連れ回すな 

ど 40時間監禁。警察は莱蕪市で関係者 7名を検挙した。 

（３）強盗・美人局（済南市） 

  10月 27日、男性客が微信の性的サービスに誘惑され、済南市文化東路のホテルで 
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女性と落ち合った。男性客は女性にサービス料 600元支払うと、女性は「按摩器具を 

忘れた。同僚に持って来させる。」と架電したところ、男性 3名が室内に押しかけ、 

男性客に交通費を要求し暴行・恫喝の後、女性と共に逃走。後日、警察は美人局組織 

8名を検挙。被疑者らは済南市内で同種事案を 20件敢行し 2万元余りを荒稼ぎして 

いた。 

（４）路上強盗（青島市） 

 11月 14日午後 9時頃、青島市嶗山区（科苑経二路と株洲路の交差点）で、女性が 

後方から口を塞がれ、腰に鋭器な物を突きつけられ、現金を強奪された。警察は 29 

日、被疑者（男性）を検挙。被疑者は青島市内（濱海公路）でも同様の手口で女性か 

ら携帯電話を強奪している。 

（５）コンビニ強盗（青島市） 

11月 9日と 13日、青島市黄島区のコンビニで連続強盗事案が発生。手口は刃物所 

持で、深夜時間帯を狙うもので、現金 1,000元と煙草、現金 1,300元がそれぞれ強奪 

された。警察は 14日、被疑者（男性）2名を検挙。 

（６）侵入盗（青島市） 

11月 1日、青島市胶州市（中雲街道）で屋内窃盗事案が発生。手口はドアをこじ 

開け室内に侵入するもので、現金 2万元と時価 3万元の金製ネックレスを窃取された。 

警察は 13日、被疑者（男性）2名を検挙。余罪を含め被害総額 6万元余り。 

（７）侵入盗（東営市） 

 2015年 4月以降、東営市中心城区内の別荘で連続窃盗事件が発生。東営市公安局 

は 10月、窃盗団（被疑者 4名）を検挙した。被疑者らは窓をこじ開ける手口で 6ヶ 

月の間に、10数件の犯行を敢行。被害総額は 78万元余り。 

（８）恐喝・強制猥褻（青島市） 

今年 3月以降、青島市城陽区バスターミナル付近で白タク乗車の女性が、車内で 

高額金銭を要求され猥褻行為を受ける被害が多発し、李滄分局は被疑者 4名を検挙。 

犯行手口は、女性を低額料金で誘い、乗車後に高額料金を請求。また、車内はチャイ 

ルドロックがかけられ、降車を試みると開閉できず、「ドアを壊した。」と弁償代金を 

請求するもの。 

（９）窃盗（青島市） 

10月 20日、青島市公安局黄島分局は、他人のキャッシュカードから 7万元を不正 

取得したとして、被疑者（男性）を検挙。被疑者と被害者は元同僚で、過去、被害者 

は被疑者にお金を貸しており、その際、被疑者に暗証番号を教えていた。その後、被 

疑者は被害者の鞄からカードを窃取し、8月以降 ATMでお金を引き出した。 

（10）スリ、ひったくり（青島市） 

10月 3日、徐州のスリ常習者 3名が観光客を狙い青島を訪れ、青島駅前の蘭山路 

に到着した空港バスの女性乗客から iPhoneを窃取し逃走を図るも、警戒中のスリ取 

締専従の警察官に検挙された。 

（11）車上ねらい（青島市） 
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・国慶節期間、青島市平度サービスアリアで車内から財布、カメラなど財物を窃取さ 

れる事案が発生。14日、警察は被疑者男性を検挙。被疑者は解錠用の電子機器をネ 

ット購入し犯行を敢行。これまでに余罪 12件、被害総額 30万元余りを自供。 

・10月 31日、青島市公安局市南分局は、ドライバーでガラスを割り車内の財物を窃 

取したとして、被疑者（男性）を検挙。被疑者は路上駐車の高級 SUV車に狙いを定め、 

10月 26日早朝、青島市市南区の寧夏路などで連続 9件を敢行。 

（12）詐欺（青島市） 

10月 21日午後 2時頃、青島市居住の女性が銀行から「本人名義の口座から 3.8万 

元を別口座に振り替えた。」とのショートメールを受信。女性は振替を行った事実は 

ないことから銀行に確認したところ、口座から既に振替が行われていることが判明し 

た。被疑者は女性の暗証番号等のカード情報を、女性のＰＯＳシステム使用やネット 

購入の過程で入手し、ネットバンキングを使用し振替を行っていた可能性がある。 

（13）詐欺（濰坊市） 

 12月 10日、濰坊市公安局交警隊は公式微信で、「偽物の違法駐車証が氾濫し、罰 

金を詐取する事案が発生している。」旨注意喚起を促した。偽物には微信あるいは支

付宝で罰金支払が可能なＱＲコードが付いているが、本物にはそのような機能はない。 

（14）交通死亡事故（青島市） 

10月 20日午後 10時頃、青島市黄島区（濱海大道陳家貢橋西側）で普通乗用車が 

自動二輪に追突し、自動二輪運転手が死亡。原因は普通乗用車運転手の携帯電話使用 

による前方不注意。 

（15）交通トラブル（青島市） 

10 月 21日午前 7 時頃、青島市四方区（人民路と鞍山路交差点）の横断歩道前で、 

一時停止義務に気づいた車両が急停車したところ後方車両が追突し、急停車を巡り運 

転手同士の暴力事案に発展。警察の介入により、追突側が交通事故及び暴力による損 

害賠償の責任を負うに至った。 

（16）違法タクシー（青島市） 

国慶節期間中、青島空港周辺で、旅行者を狙った闇タクシーが増加したことを受け、 

青島空港周辺区域管理事務所は取締りを強化。4日までに 42名を検挙した。 

（17）薬物使用（煙台市） 

9月 22日、煙台市海陽市公安局は、トラマドール（中国名：曲馬多）を大量服用 

したとして、男性を検挙した。トラマドールは鎮痛剤として使用されるが、依存性が 

高くモルヒネやヘロインの作用に近いことから、国家禁毒委員会は今年 4月から規制 

している。 

（18）国民個人情報侵害罪（青島市） 

 青島市市南区人民検察院は、侵犯公民个人信息罪（国民個人情報侵害罪）で被疑者 

3名を検挙した。被疑者は今年 3月以降、ＱＱ群に「個人情報を販売するもの」と「個 

人情報を購入するもの」が存在することに目を付け、その仲介を行い 5万元余りの不 

法利益を得た。 
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（１）2016年治安情勢（山東省） 

今年（12月 10日まで）、山東省で発生した 8類案件（殺人、放火、強盗、強姦、 

誘拐、爆破、薬物混入、故意傷害）による致死事案は、前年より 11件減（前年比－ 

1.68％）、検挙率は 99.25％（前年比＋0.68％）。その内、済南、淄博、棗庄、煙台、 

済寧、威海、日照、莱蕪、臨沂、徳州、濱州、菏澤の 12都市では全件検挙。省全体 

の 8類案件の検挙率は 80.3％。窃盗など財産犯は、13.2万件余りが発生し、被疑者 

4.9万人余りを検挙、窃盗団 1,745組を壊滅した。電信詐欺犯罪は、事案 4,005件（前 

年比＋519％）、被疑者 1,640人（前年比＋238％）を検挙し、詐欺組織 239組を壊滅 

した。薬物関連事案は、“ゼロ容認”のもと、事案 6,598件、被疑者 7,139人を検挙 

した。テロ防止活動では、反テロ法のもと、関連事案と不法分子を摘発するとともに、 

640回余りの宣伝・教育活動を展開した。 

（２）2016年度交通事故情勢（青島市） 

 青島市公安局交警隊が 2016年度交通事故分析報告を発布。数字上では今年の交通 

安全情勢は安定。特徴点は次のとおり。 

・ 車両別では、小型乗用車、自動二輪、大型貨物車の事故が比較的多い。 

・ 運転手別では、免許取得 6年～10年の運転手による事故が最も多い 

・ 道路別では、省道での事故が最も多く、死亡事故数も最多。 

・ 原因別では、6大違法行為（優先義務違反、無免許運転、違法路線変更、安全距 

離保持違反、信号無視、飲酒運転）が主な原因。 

・ 10年前（2006年）と比較して、車両総数は約 4倍（54万台→200万台）、事故件 

数は 1/10（5,559件→516件）、死亡者数は 1/4（689人→170人）。 

（了） 

４．治安対策報道  

 


